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マーヌとパルティ・ウーヴリエ紙（以下 P.O.）の関係を解明する。第 1 期は、V. シモ
ンの資金援助により、反ブーランジスムの闘争のための急進主義者との提携の産物で
































1）谷川稔『フランス社会運動史』1983 年　第 5 章　参照。
2）谷川　前掲書　179 ページ
3）前掲書　182 ページ
































 7） 「フランス左翼出版物の系譜――1880 年―1930 年――」相良匡俊『社会運動の人々――転換期パリを






















参加から 9 年間にわたる流刑の第 2 期、労働党加盟と革命的社会主義労働者党の領袖として活
動した第 3 期、それ以降の第 4 期に分けることができる。
アルマーヌ年表





1870 年　59 大隊の第 11 中隊、後、第 4 中隊伍長
11）「フランス左翼出版物の系譜――1880 年―1930 年――」相良　前掲書　230 ページ。





1871 年　3 月　モンマルトル大砲事件　5 月 28 日　逮捕
1872 年　軍事法廷　終身懲役刑　ツーロン
1873 年　ニュー・カレドニア流刑
1880 年　特赦　1879 年設立の労働党に参加　1 印刷所で組版工


























































































13） 本資料も 2 列組 2 ページ 1/3、通常の書物で 5 ページ分ほどであり、以下、出所ページは省略する。

























れ、問題とされてこなかったのである。M.Winock と S.Reynols は、ここに光を当て、通説を
批判しようとした 15）。
　ウィノックの課題は、十分に理解されてこなかったシャテルロー大会における労働党分裂の
14） Madeleine Rebérioux, Les ouvriers du livre et leur fédération. Une centenaire 1881-1981, 1981.p.101.　 ま た、
ニュー・カレドニア流刑に関して、写真付きの小コラムも設けている。Cf.op.cit.p.90. 書籍労連、植字
工組合内におけるアルマーヌの動向については別稿で検討する。
15） Michel Winock, La scission de Chatellerault et la naissance du parti “allemaniste”（1890-1891）. Le 
Mouvement social . N.75. avril-juin 1971.　Sian Reynols, Allemane Avant l’allemanisme:jeunesse d’un 
militant（1843-1880）. Le Mouvement social. N.126. janvier-mars 1984. Allemane, the Allemanists and Le 
Parti Ouvrier: the Problems of a Socialist Newspaper 1888-1900. European History Quarterly Volume15 































































































































1883 年　 「人民の声」創刊 
「プロレテール」を「プロレタリアート」に転換
1884 年　4 月～ 10 月　アルマーヌ「プロレタリアート」経営
1887 年　「人民の声」ポシビリストの手に
1888 年　 4 月ポシビリスト「人民の声」退去 
「パルティ・ウーヴリエ」創刊　第 1 シリーズ
1889 年　 1 月　ブーランジスト　パリの選挙で頂点　直後に失墜 
アルマーヌ印刷所設立











1890 年　 5 月　 日刊「パルティ・ウーヴリエ」第 2 シリーズ 
10 月　C シャテルロー大会　アルマニスト分離 
11 月　「パルティ・ウーヴリエ」週刊化　第 3 シリーズ
1893 年　人民の直接立法キャンペーン
1894 年　反軍国主義キャンペーン
1894 年　12 月 24 日シャルネー反軍国主義論説
1897 年　ドレフュス擁護キャンペーン







会主義思想に開かれており、時には 60,000 部を数えた。同紙はヴァールの死後、1885 年から
1887 年 1 月まではゲード派が支配し、その後ポシビリストのチームに置き換わった。1887 年




よって指導されたポシビリストと結びついた。1883 年に日刊紙へ転換されたが、6 月 10 日か
ら 7 月 12 日までの運命で、週刊に立ち戻り、名称は「プロレタリアート」に変更された。ア
ルマーヌはこの新聞の立ち直りに深くかかわり、最初の 6 か月間、1884 年 4 月から 10 月、経
営に携わった 41）。
　1888 年 4 月に発刊される「パルティ・ウーヴリエ」について、レイノルは、上に見られる日
刊紙発行の困難さにもかかわらず、「日刊紙として 18 か月存続したのはどうしてであろうか」
40） S.Reynols, Allemane, the Allemanists and Le Parti Ouvrier : op.cit.pp.46-47.　反ブーランジストの論説が



















































　1889 年 1 月にパリの選挙で頂点を迎えたブーランジスムの運動は、ブーランジェが非合法の
手段に訴えることを望まなかったことから、終止符を打たれた。シモンの資金援助が止まり、
1890 年 1 月に、第 1 期パルティ・ウーヴリエ紙は終わりを告げた。
第 2 期、第 3 期パルティ・ウーヴリエ　アルマーヌとアルマニスト
　レイノルは、「パルティ・ウーヴリエ」紙の 2 期、3 期を分けて叙述しているが、内容的には
共通してアルマーヌとアルマニストの関係の分析であり、ここでは一括して扱う。
　「パルティ・ウーヴリエ」の第 2 シリーズは 1890 年 5 月に、やはり日刊として始まり、その
存在は、10 月のシャテルロー大会までのアルマニストの分離の最高潮の時期と一致していた。
1890 年 11 月以降、週刊、時には隔週刊になり、第 3 シリーズとされる 49）。









49） Op.cit. p.54. レイノルは、分裂の過程はウィノックによって明らかにされたが、アルマーヌとアルマニ
ストの関係がまだであるとする。「パルティ・ウーヴリエ」の綿密な調査は、アルマーヌの党内におけ
る矛盾した、孤立した位置に光を当てるであろう。Ibid.
50） Ibid. レイノルは詳細な時期を明確にしていないが、パリ植字工組合内のアルマーヌ派の機関紙 Réveil 






















　第 3 期、アルマーヌに最も近しかったのは、L. サクレであり、数年間信頼のおける支援者で
あった。さらに、2 人とも若い事務員であった E. ワンディ、H. ヴァシェが新聞に定期的に執









53） マリリエは 7 月末までは規則的に「パルティ・ウーヴリエ」に書いていたが、それ以降、彼のペン
ネームは永久に消える。彼は、社会主義サークルから離れ、アカデミックの仕事に戻る。エルはアル
マニスト党に残る。ただし、地区（5 区）の積極的メンバーとしてではなしに、学生サークルにエネ













反対の反軍国主義論説を出版した廉で 1 か月の投獄と罰金、娘婿 A. モルランもアルマーヌ不
在中の編集と出版で同様の罰 57）。
　最後に、ドレフュス事件。ドレフュス有罪に疑いを表明した最初との名誉を持つ、1894 年

































































　労働者主義を体現しながら、共和政擁護の闘いにも先頭を切った J. アルマーヌは、19 世紀
末から 20 世初頭にかけてのフランス労働運動における輝く星の 1 つである。その原点である、
パリ植字工組合、フランス書籍連盟におけるアルマーヌの活動を解明することが次の課題であ
る。
 About J.Allemane, the leader of Le Parti ouvrier socialiste révolutionnaire（POSR）, his 
actions in La Fédération française des travailleurs du livre is not studied enough. By 
surveying the researchs on him, we will prepare our study.
 In Japan, Allemane is regarded as anti-authority, anti-intellectual and standing by workers. 
But M.Rebérioux remarks that Allemane prefers POSR to the union of compositors and cares 
firstly about his printing shop.
 M.Winock and S.Reynols studies deeply this question. Winock shows that Allemane 
allies with the radical bourgeois for the movement against the Boulangist and this alliance 
causes the negative reaction of the members of POSR and the unions. So, he emphasizes a 
contradiction between Allemane’s republicanism and his socialism.
 S.Reynols researchs what relation Allemane has with the Newspaper Le Parti Ouvrier. The 
first series, which is the result of the above alliance, is supported by V.Simon, the proprietor 
of the Radical’s papers. For the second, third series and the printing shop, Allemane 
is financed by the young intellectuals. They lead the movement for dreyfusist and anti-
militarism but their management of the paper conflicts with militants of POSR. S.Reynols 
concludes that Allemane’s character controls the contradiction between the republicanism 
and the socialism and the conflict between workers and intellectuals.
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